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掲
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掲
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掲
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〔
省

令
〕

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び

要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る

省
令
（
厚
生
労
働
一
三
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の

保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期

間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長
後
の
満
了
日

を
令
和
九
年
一
月
二
十
七
日
と
す
る
措
置

を
指
定
す
る
件

（
こ
ど
も
家
庭
庁
・
厚
生
労
働
八
）

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険

等
の
年
金
受
給
権
者
等
が
届
書
等
を
提
出

す
べ
き
日
を
延
長
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
二
三
）

〇
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の

保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期

間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長
後
の
満
了
日

を
令
和
九
年
一
月
二
十
七
日
と
す
る
措
置

を
指
定
す
る
件
（
同
三
二
四
）
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２

前
項
の
規
定
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
項
の
規
定
の
適
用
が

な
い
と
し
た
な
ら
ば
満
了
す
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年

熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
こ
ど
も
家
庭
庁

厚
生
労
働
省
告
示
第
八
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長

後
の
満
了
日
を
令
和
九
年
一
月
二
十
七
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

藤
原

朋
子

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎
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